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年中風が吹きすさぶサラ
キ岬の沖に､｢威臨丸｣はその体を横たえているという｡それとも今や'藻くずだろうか--0

徳川幕府の軍艦として配
備され､1860年に日米修好通商条約の批准書を交換するために､勝海舟､福沢諭吉らと太平洋を渡った成臨丸｡木古内町サラキ岬は､その後北海道開拓使の輸送船となり､1871年に座礁､沈没した終鳶(しゆうえん)の地だ｡

今月2日､サラキ岬を会
場に今年で7回目となる｢チューリップフェア｣が

開幕LLJD　｢威臨丸で町おこしを｣と木古内町観光協会幹部ら有志が結成した｢成臨丸とサラキ岬に夢みる会｣が主催｡威臨丸がオランダ製という関係から､会員らが植えた5万本のチューリップが主役だ｡2007年にはボートを改造した威臨丸ミニチュアの記念碑も設置した｡
今冬の寒さが響いて､こ

の日はほとんどがつぼみだったが､立ち寄った人々は会員らが出す屋台の地元産の海鮮焼きなどに舌鼓を打った｡

16日までの期間中に車6

｢威臨丸｣で町に活気

成臨丸で地域活性化を目指
す｢夢みる会｣の亘幹部たち
(木古内町サラキ岬)

歴史的な価値に気づかされたことがきっかけだった｡
78人で始まった会員は､

町民の1割近い500人に増えた｡威臨丸を軸とした歴史を学ぶ勉強会も続けてきた｡夢みる会事務局長の多田賢淳さん(58)は｢何の観光資源も無い木古内の住民に威臨丸は誇りをもたらしてくれた｣と話す｡
同町では､2015年度

の北海道新幹線新函館-釈

終葛の地に企画続々

千台が来場し｢1万8千人数のイベントに育った｣とほどが参加した｣(同会)｡手応えを感じている｡同町の年間観光客数は3万　会の結成は2004年｡人前後だけに､夢みる会副威臨丸に関する著書がある会長で観光協会会長の東出ノンフィクション作家の合文雄さん(6 3)は｢地元有田-道民が同町を訪問し､

青森間の開通に合わせて新駅も開業する｡地元の｢新幹線特需｣への期待は高いが､町の現状は厳しい｡ピークの1960年に約1万3500人だった人口は3

月末現在で5325人に減った｡

特に若者の減少は深刻
で､昨年3月末の65歳以上の人口比を示す高齢化率は37･8%で､道内180市町村で8位｡町唯1の木古内高校も今年度から募集を停止し､2年後には廃校に｡地元は｢働く場が無く､若者が地元に残れない｣　(町教委)と嘆く｡

一方､｢戚臨丸振興｣に
は追い風が吹く｡今年は渡米150周年で､来年は沈没140周年だ｡

夢みる会は140年の節
目で数々のイベントを企画している｡威臨丸乗組員の子孫らでつくる｢威臨丸子孫の会｣や渡米出発地の横須賀･浦賀など縁のある自治体関係者が集まって交流

する｢威臨丸サミット｣や､町民ら約100人が参加する｢永久(とこしえ)に威臨丸｣と題した劇の上演も計画している｡
沈没までを描く劇の脚本

は会顧問の合田さんが手掛け､｢木古内にとって戚臨丸はかけがえのない歴史的な遺産｡町民の手で町の宝を盛り上げてはしい｣と話す｡
NHKの大河ドラマ｢龍

馬伝｣では､坂本龍馬と勝海舟､ジョン万次郎が戚臨丸で出会うシーンが描かれている｡継続的な町おこしにつなげていくことが課題で､多田さんは｢ブームを追い風に次世代の町づくりを担う人材を育てたい｣と意気込んでいる｡

(山本公啓)
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